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災害ボランティア活動に特化して
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公園体育館を
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（学生団体）福島大学災害ボランティア
センター

各地災害Ｖ
個々人が結集

らく連登録学生（現在約380名）

ボラセンスタッフ(マネージャー制）



◇避難所運営、生活支援活動
◇津波被災地現場での復興支援活動
◇原発事故関係自治体の復興支援活動
◇仮設住宅、民間借り上げ住宅の生活支援活動
◇子ども支援

・放射能不安による子どもたちとの室内遊び
・リフレッシュ事業

◇県外避難者絆連携活動
・家族支援活動

◇仮設高齢者サポート拠点での健康づくり・介護予防サポート活動
◇福島元気発信活動
◇風評被害抑制活動
◇被災地連携活動
◇各種災害に関する他団体との連携事業
◇各種シンポジウム参加
◇企業と協働した「街づくりの提言」やNPOとの連携事業
◇県内県外大学とのネットワーク事業 ・・・etc

これまでの活動



津波被災現場での復興支援活動

◇側溝の泥出し（新地町など、2011年度内）
◇個人のお宅の泥出し・家の片付け（相馬市など、2011.9～現在)
◇農地再生(塩害・担い手の死亡などにより）
例）田んぼエイド※Tattonプロジェクト（新地町、2011.9月～2013.3）
ビニールハウスの解体等（南相馬市など、2012.3月～現在）

◇仮設小中学生への学習支援・交流(南相馬市、2012.8月～現在)
…etc



仮設住宅等における
生活・コミュニティ形成・自治活動支援

◇活動趣旨：

・住民同士の交流のきっかけにする

・住民主体目的の自治活動の促進

・学生と住民の交流による、にぎわいづくり

・ストレスの解消、健康増進、介護予防

◇具体的には…
＜季節のイベント＞

・お花見会

・夏祭り、流しそうめん

・芋煮会、

・クリスマス会、望年会

・キャンドルナイト、親睦会

＜恒常的な活動＞

足湯活動

傾聴訪問

集い活動(サロン)
健康づくり（サロン）

顔見知りづくり



恒常的な活動～足湯活動～

◇足湯とは．．．

足を湯に浸からせながら、手を揉みほぐすもの。

リラックス効果があり、心身ともにホッとする時間を提供

する場となる。

また、被災者の本音を聞くことも出来る。

◇目的

・心と体のリフレッシュ

・住民同士、住民と学生との交流スペース

・住民のニーズを拾い上げる

・継続して「寄り添う」支援 コミュニケーション支援





以上すべては
孤立死
関連死
自死

を防ぐために



主体的な担い手の発掘のために・・・学生団体として設立

◇センターを大学組織とすることにより活動が硬直化する可能性も。

大学のルール

財務の縛り

職員の負担

※でも大学・職員の協力は得られている。応援もしてくれ

る。助言指導はしてくれる。

◇ボランティアも自治活動

◇サークル化すると、活動が狭隘化する。・・・いつしか、サークル活
動自体が目的化してくる。・・・災害に対するモチベーションが低下。
及び後継世代に対する意思伝達が弱まってくる。

人と人とをつないでいく潤滑油の役割がで
きるのは・・・学生ではないか

●センターが果たしてきた役割



参加をいかに進めるか・・・マネージャー制で運営

●基本、登録者はイコールの存在

マネージャーは、みんなの活動がしやすいように支える役

割を、自主的に分担してもらっている人・・・だからマネー

ジャー。・・・「私、手伝います」「マネージャーやってみたい

です」と言いやすい。

●代表制は、一部の学生だけが動く傾向が強くなる（活動が長

くなると、メンバーが依存する傾向が出やすい）。

↓
●代表制はサークル化しやすい



◇企画立案力・推進力

→仮設住宅での活動、キャンプ企画の運営
◇震災を自分の肌で感じ取る

→被災者、被災地と直接関わり合うからこその経験
◇組織運営のノウハウ

→活動の調整、情報発信、資金調達などの方法
◇他大学・団体の人とのふれ合い、新たな出会い

→人のつながり、広がり
◇福島に対する理解

→活動を通して福島が好きになる

災害ボランティア活動に接した学生の学び



今後の活動について
◇被災者のニーズに応える支援は基本

→普段の活動からニーズを汲み取る（これまでどおり）
◇継続的な支援

→単発の支援になってはいけない。その土地にいるからこそ、
継続的に支援を行っていくことに意味がある。（より地味に）

◇活動のバリエーションを増やす

→健康体操プログラム 等

◇コミュニティや人間関係を連結する活動

（neighborhood  based support)
→仮設住宅での『いるだけ支援』の実現
◇他大学・団体とのパイプ役

→活動をコーディネートする力
(ますます必要：他県からのボランティアの継続をサポートするため）

◇現状報告、正しい風化への導き

→福島県の現状を正しく理解してもらう



◇ボランティアセンターの『人材バンク』化に困惑

→自分たちの理念に則した活動へ
◇『学生団体』としての運営

→活動資金調達の難しさ
情報宣伝活動の工夫

◇ボランティア活動に対するモチベーション

→1回目の参加をどう促すか（activity  motivation)
継続した活動をするための働きかけ

(sustainability  motivation)
◇ボランティアをすることによる効果の測定

→被災した方の精神的なケア、実際の効果

今後の課題について



継続した活動へのヒント

●モチベーションの維持

いつまでやるのか・・・・いつかは終わることを明示している

●役割を分担させる

●自由度の保障・・・・学生に任せる（信頼する）

●一気の活動

●組織管理体制は社会人といっしょ・・・・会計管理など



●基本「楽しく」やる

※しかし、礼節・マナーは守らせる

●発言の機会を増やす

これまで、学生には機会があるたび、研究会・講演会・報

告会・シンポでの発言者、実行委員としてのチャンスを

作ってきた。

※国内外問わず・・・ブラジル・ドイツ・ベラルーシ・ウクライナ・

オーストラリア・インド・カンボジア・ヨルダン・中国・カナダなど

●やっぱり現場に行って活動する。当事者とお話しする。

●3か月後、1年後の状況を絶えず予測する

●学年の隔たり（意識のギャップ）はやはりある。

※今年から、発災時中学生が入学してきた。・・・してきたこと、した

いことの摺合せ



再びのコミュニティ再生、関係構築支援

仮設住宅生
活の継続

他の地域での
自立居住生活

復興公営住宅
生活

帰住生活

減少した子ども 多くの高齢者

あらたなボランティアの場面

要支援場面



今後の取り組みについて

◇通常の地域生活の課題として

・引きこもり 孤立化 健康不安

・生活不活発化の解消
（生活のメリハリづくり）

・個別的なお付き合いに

より地味に展開



○地域を基盤とした福祉活動の基本的イメージ 
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学生への長期的な期待（大学として）

（災害に特化すれば）

• 経験の中から、災害復興コーディネートができる
人材が育っていけば

（人財育成大学の使命からすれば）

・人材受け入れ県に

※様々な分野で、若い力の意気に応えられ

るフィールドがある福島。



ありがとうございました

(学生団体)福島大学災害ボランティアセンター
お問い合わせ ： fukudai_volunteer@hotmail.co.jp
ホームページ ： http://fukudai-volunteer-center.jimdo.com/
ブログ ： fukudaivc.blog67.fc2.com
Twitter ： @fukudai_saigai


